
j量

犬
疋
周
年
六
周
二
十
-
回
明
三
縄
開
m明
白
智

S
可
「
毎
司
-
回
-
回
獲
得
]

論
醐

資
本
利
子
税
に
就
き
て
・
:
:
・
・
・
・

-
j
i
-
-
法
事
博
士
一
神
戸
正
雄

経
済
理
論
に
於
け
る
勢
力
の
地
位
:
・
:
・
主
宰
博
士
高
田
保
馬

昭

時

論

判
中
小
商
工
業
の
更
生
と
組
合
運
動
暗
唱
団
市
抑
制
叩
単
一
博
士
谷
口
古
彦

け

一

冊

究

十
濁
遁
の
本
位
制
度
・
:
・
・
・
・
:
・
J

J
・
-
樫

Z
Z
島

本

融

一
カ
ル
テ
ル
活
動
の
分
析
・
・
・
・
・
;
:
:
・
樫
沼
山
中
土
田
杉
競

月
ヴ
ィ
ク
ゼ
ル
の
自
然
利
子
論
・
:
:
J
i
-
-
:

縄
海
畢
士
一
一
青
山
秀
夫

日曹行

麓

檀

竃

叢fe 

大
阪
の
刷
子
工
業
邸
一
軒
町
の
愛
達
・
:
-
j
i
-
-
:
経
涛
鬼
平
士
堀
江
保
戴

配
賦
税
制
度
山
城
配
分
標
準
に
就
て
・
・
:
:
:
経
済
事
士
佐
伯
玄
洞

商
業
一
泊
マ
ル
ク
ス
設
の
一
批
判
者
・
・
:
・
経
由
主
主
松
井
清

新
着
外
岡
経
済
雑
誌
主
要
論
題

鋒



配
賦
税
制
度
に
於
げ
る
配
分
標
準
に
就

τ

"'~I 

商
業
に
闘
す
る
マ

ル
ク
ス
設
の

νノ1 

一
批
判
者

国ロ

;f.~ 

情

ヲF

商
業
経
時
間
接
上
に
於
け
る
問
題
を
中
心
と
し
て
、

勝
ナ
誠
に
批
判
を
加
へ
た
磁
有
の
も
の
と
し
て
、
ず
り
氏
の
論
大

ず
ル
ク
ス

「
ア
ゲ
ム
・

λ

ミ
ス
以
来
の
凶
月
経
済
問
中
川
江
川
に
於
け
る
前
識
の

地

ιが
あ
る
。
プ
リ
氏
は
?
え
以
来
の
経
済
事
諸
鵠
系
に

於
て
、
商
業
が
如
何
た
る
地
位
を
占
む
る
か
を
検
討
し
た
る
後

そ
の
最
後
の
部
分
を
?
ル
ク
λ

商
業
理
論
の
批
判
に
あ
て
k
ゐ

マ
ル
ク
ス
経
済
島
一
・
が
償
値
論
を
基
礎
と
す
る
そ
の
会
開
系

る。
ピ
於
て
、
英
図
五
統
陳
平
波
の
妥
展
と
見
ら
る
L

如
く
、
そ
の
商

業
に
闘
す
る
問
題
の
提
起
も
ま
た
、
全
く
正
統
撃
波
流
に
、
商

業
の
生
産
性
の
問
題
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か

も
正
統
壊
滅
の
経
済
壌
が
、
彼
れ
に
於
て
一
一
艇
の
完
成
を
見
た

る
と
金
〈
同
様
の
意
味
に
於
て
、
商
業
の
生
産
性
に
闘
す
る
問

第
三
十
九
巻

第
五
務

一
一一

七

Jo.. Bu町 i.“DieSteIluJ1g des Handehi .in d町 nationa1olwnomischenTb eorie 
st'it Adalri Smith." (Zert5chrift fur du:: gesa皿 teStaatswissenschaft. 1913-
vierte. Heft. S. 574-646) 



商
業
に
闘
す
る
マ
ル
ク
月
説
の
一
批
列
者

題
も
ま
た
、
彼
に
よ
っ
て
一
の
徹
底
し
た
見
解
に
ま
で
設
展
せ

し
め
ら
れ
て
居
る
や
う
で
あ
る
。
従
っ
て
マ
ル
ク
兄
商
業
理
論

の
批
判
は
、
盟
友
る
理
論
上
の
そ
れ
以
上
に
、
我
々
の
興
味
を

そ
、
る
も
の
が
あ
る
。

さ
で
一
つ
の
基
礎
構
治
た
る
債
依
論
の
・
ょ
に
布
機
憾
と
し
て

作
り
上
げ
ら
れ
た
マ
ル
ク
ー
の
同
情
的
剛
閥
系
に
於
て
、

一
の
見
餅

を
問
題
と
す
る
場
合
に
は
、
常
に
他
の
部
分
と
の
密
接
な
る
聯

闘
の
下
に
な
さ
れ
る
と
と
が
必
要
で
あ
り
、
殊
に
そ
の
方
法
論

的
基
礎
が
考
察
の
中
心
に
置
か
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
と
岡
山
は
れ
る
。

然
る
咋
プ
J
氏
は
か
L

る
基
礎
的
部
分
を
、
t

興
ハ
ら
れ
た
も
の

と
L
て
前
提
し
て
居
り
、
そ
の
批
判
の
方
法
は
金
構
遊
的
聯
闘

に
於
て
?
ル
ク
ス
製
設
を
問
題
と
す
る
と
と
を
せ
や
、
む
し
ろ

謂
は
ゆ
る
内
在
的
批
判
に
重
鮪
を
置
い
て
ゐ
る
が
如
〈
で
る

る
。
以
下
そ
の
所
設
を
簡
躍
に
紹
介
し
ゃ
う
。

一一

プ
リ
氏
は
先
づ
?
ル
ク
ス
の
商
業
不
生
産
設
と
商
業
必
然
説

と
の
矛
盾
に
、
紙
一
不
的
た
疑
問
を
投
げ
か
け
て
ゐ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
資
本
循
環
の
表
式
以
プ
リ
氏
に
よ
っ
て
次
の
如

第
三
十
九
巻

第
五
就

一

七
=
一
四

ふ
さ
れ
て
居
る
。
。

1
5子
:

ー

の

ぜ

過

程

た
る
G
l
w
k
d
よ
ぴ
W
l
U
は
生
産
過
程
ド
と
巌
密
に
区
別
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
二
つ
の
流
通
過
程
の
う
ち
後
の

W

I

U
は
却
に
生
保
過
程
に
於
て
生
慌
さ
れ
た
側
侃
の
賢
明
を
行
ふ

に
過
伊
c
な
い
も
の
-
な
あ
り
、
流
通
過
程
は
慣
値
生
産
的
で
な
く

し
て
資
怯

η
移
設
港
叱
、
同
日
比
上
此
り
車
問
附
b
t
f
ふ

?ι
て
ど
あ
る
。

1
1
t
1
1
4ノ

1
1
6
1
1
7
:
i
e
(
-
f
i

ー

困
問
値
ku
よ
び
飴
剰
憤
値
は
、
生
産
過
程
以
外
の
部
面
に
あ
っ
て

は
、
絶
叫
制
に
形
成
さ
れ
得
友
い
。
『
債
値
掛
変
化
は
、
た

r
p
た
る

体
形
の
下
に
の
み
、
生
産
過
程
の
下
に
の
み
生
や
る
の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
、
生
産
過
程
な
る
も
の
は
、
形
式
上
だ
け
の
流
通
陣

形
に
封
立
し
て
資
本
の
現
賓
的
陣
形
と
し
て
現
れ
る
と
と
に
な

る
o
』
従
っ
て
流
通
過
程
に
於
て
機
能
す
る
商
業
に
依
つ
て
は
、

何
ら
の
債
値
も
生
産
さ
れ
る
と
と
た
く
、

7

ル
ク
ス
が
彼
れ
の

債
依
論
に
於
て
主
張
す
る
如
く
、
躍
に
等
債
の
み
が
交
換
さ
れ

る。
か
く
債
値
も
徐
剃
債
値
も
形
成
さ
れ
な
い
に
拘
ら
中
、
流
通

過
程
印
ゆ
り
商
品
形
態
か
ら
、
貨
僻
巾
形
態
へ
の
商
品
慣
衡
の
飛
躍

は
、
産
業
資
本
家
に
と
っ
て
は
異
常
に
重
要
で
る
る
。
そ
れ
は

].05. Bun:i， a. a. O. S.∞6. イζ の表式はマルク九自身のものとは多少異てコ
てゐる。これはプ P氏の意識的に改善聾した色のか、土だ，如何なる理由かι改
聖書したものかは、明らかに 3れてゐない。)
Jυs. Bl1rri， a. a. O. S. 606. 
(Karl Marx; Das Kapital 13D. II 邦語、改造社版資本論第ー二巻27頁、〉
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?
ル
ク
ー
に
よ
れ
ば
正
に
『
命
が
け
の
飛
躍
』
で
あ
る
。
も
し
商

業
の
行
ふ
庭
の
商
品
形
態
か
ら
貨
幣
形
態
へ
の
慣
値
形
態
の
樽

形
機
能
が
失
敗
す
れ
ば
、
商
品
は
流
通
の
流
に
於
て
停
滞
し
、

資
本
の
再
生
産
過
程
は
中
絶
し
、
恐
慌
が
襲
来
し
て
、
産
業
費

本
家
の
再
生
産
過
程
は
中
絶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
く
し
て
商
業
は
、

一
方
に
は
資
本
の
再
生
産
過
程
に
必
然

的
な
も
の
で
あ
る
に
拘
ら
や
、
他
方
に
は
不
生
産
的
な
も
の
で

-b
る
」
さ
れ
て
居
る
。

と
の
一
見
b
れ
/
¥
の
眼
に
矛
盾
で
あ

る
が
如
く
映
4
1
る
黙
に
聞
し
て
は
、
プ
リ
ソ
氏
は
た
U

之
を
問
附

ず
る
に
止
め
、
吹
い
℃
彼
の
積
極
的
批
判
の
針
象
と
し
て
、

ル
ク
ス
の
流
通
費
用
に
つ
い
て
の
分
析
を
取
り
る
げ
る
。

流
通
過
程
に
於
て
も
ま
た
生
産
過
程
に
於
け
る
と
同
様
に
、

不
襲
資
本
ゐ
よ
ぴ
可
費
資
本
を
必
要
と
し
、
之
が
矯
め
の
費
用

と
し
て
流
通
諸
費
用
が
支
搬
は
れ
ね
ば
注
ら
友
い
。
か
aL

る
費

用
は
商
品
の
債
値
に
入
り
込
ま
な
い
で
あ
ら
う
か
。

マ
ル
ク
ス

の
流
遁
不
生
産
設
に
従
へ
ば
、
明
ら
か
に
流
通
費
用
は
商
品
の

償
値
に
入
り
込
み
得
た
い
。

マ
ル
ク
ス
は
之
を
吹
の
如
く
に
設

明
し
て
居
る
。
『
債
値
の
欣
態
費
化
に
は
時
聞
と
持
働
力
と
を
要

商
業
に
闘
す
る
マ
ル
ク
ス
設
の
一
批
列
者

ず
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
は
ぽ
民
値
を
作
り
出
す
た
め
で
は
な
〈
‘

一
の
形
態
か
ら
他
の
形
態
へ
の
債
値
樽
形
を
行
ふ
た
め
必
要
な

と
と
で
あ
る
。
而
し
で
か
L

る
依
態
曲
変
化
の
際
に
、
愛
方
と
も

過
剰
の
債
値
量
を
占
有
し
よ
う
と
努
め
る
乙
左
は
、
問
題
の
上

に
何
等
の
費
化
も
輿
へ
友
い
。
こ
の
叫
労
働
は
、
織
見
方
の
悪
意
的

な
企
闘
に
よ
っ
て
吏
ら
に
甚
し
く
一
な
る
が
、

そ
れ
同
一
の
訴
訟

手
績
に
つ
い
て
注
さ
れ
る
弊
働
が
係
争
針
象
の
領
値
量
を
増
大

.. 
ず
る
こ
と
が
た
い
の
と
同
様
に
、
償
値
を
造
り
出
す
も
の
で
は

扱
い
の

E
あ
る
ぴ
』
憤
値
仙
の
態
礎
化
の
機
能
が
、
資
本
家
に
依
っ

て
一
定
数
の
賃
銀
務
働
者
に
移
譲
さ
れ
た
揚
合
に
於
て
も
、
問

題
は
何
ら
揖
変
化
し
た
い
。
「
彼
れ
の
努
働
の
内
容
は
、
債
値
む
よ

ぴ
生
産
物
の
い
づ
れ
を
も
造
り
出
す
も
の
で
は
た
い
。
彼
れ
白

身
が
生
産
上
の
空
費
の
一
部
友
の
で
あ
る
。
』
と
の
場
合
に
鍔
働

者
が
彼
の
資
本
家
に
劃
し
て
捧
げ
る
鈴
剰
持
働
時
間
は
、
不
生

産
的
資
本
を
減
少
せ
し
む
る
助
け
と
成
る
限
り
に
於
て
、
資
本

家
K
利
益
を
奥
へ
る
に
過
ぎ
左
い
の
で
あ
る
。
か
〈
の
如
〈
説

明
さ
る
L
流
通
上
の
諸
費
用
を
、

〒
ル
ク
λ

は
純
粋
の
流
通
費

m 
(
同
岳
百

N
一
門
戸
内
三
巴
守
口

ωrc同
窓
口
)

と
呼
び
、
賛
同
貝
期
間
、
簿

第
三
十
九
巻

七
三
五

第
五
時
踊

一一
一一一

邦喜臣、前描音第二巻98瓦〉

邦課、前掲書第=巻100頁〉
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商
業
に
関
す
る
マ
ル
ク
ス
説
の
一
批
列
者

記
、
貨
幣
の
山
川
費
が
之
に
属
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
捌
聞
は
ゆ
る

商
業
上
の
費
用
こ
れ
で
あ
る
。
然
る
に
現
貫
に
於
け
る
流
通
現

品
棋
は
、
躍
に
純
粋
の
流
通
費
用
の
み
を
含
む
も
の
と
し
て
現
は

れ
る
も
の
で
な
ぐ
、
そ
こ
に
は
本
質
上
異
る
賛
用
が
、
外
見
卜

流
通
究
用
で
あ
る
か
の
如
〈
現
は
れ
る
。
「
此
等
の
流
通
費
用

は
、
，
貿
&
い
ふ
と
流
通
部
商
に
持
日
慨
さ
れ
る
に
過
vu
ず
る
、
随

っ
て
流
通
形
態
の
た
め
向
己
の
生
産
的
性
質
を
隠
蔽
さ
れ
る
に

過
ぎ
ざ
る
、
生
産
過
程
か
ら
生
じ
得
る
も
の
で
あ
『
令
』
か
h

る

費
用
の
中
に
属
す
る
保
管
上
の
諸
費
用
ゐ
よ
ぴ
運
輸
上
の
諸
費

用
は
、
;
少
く
と
も
そ
れ
が
枇
合
的
に
必
要
た
る
限
り
に
於
て
、

俄
装

L
た
鹿
の
生
産
費
用
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
た
ら
た
い
。

右
の
如
き
?
ル
ク
ス
に
よ
る
流
通
費
用
の
説
明
に
封
し
て
プ

リ
氏
は
純
粋
の
流
通
土
の
諸
費
用
と
運
輸
上
の
諸
費
用
と
の
類

似
性
も
し
く
は
同
一
性
を
論
詮
し
て
、
『
流
通
費
用
に
闘
す
る
マ

ル
ク
λ

理
論
構
治
の
破
れ
口
を
見
出
し
た
o
』
と
友
し
て
ゐ
る
。

プ
り
氏
に
従
っ
て
運
輸
上
の
諸
費
用
に
つ
い
て
の
T

ル
ク
ス
説

を
検
討
し
ゃ
う
O
『
一
生
産
物
の
量
は
運
輸
に
よ
っ
て
増
大
す
る
も

の
で
は
泣
い
。
ま
た
、
運
輸
に
依
っ
て
生
産
物
の
自
然
的
性
質

第
三
十
九
巻

一
三
四

七
三
大

第
五
時
品

が
愛
化
を
受
け
る
や
う
友
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
若

干
の
揚
合
を
除
く
外
、
何
等
強
期
的
の
利
用
殺
mー
で
は
な
く
ち

等
ろ
不
可
避
的
の
誌
な
の
で
あ
る
o
』
此
底
に
於
て
は
物
財
の
量

が
増
加
す
る
と
と
も
た
く
、
そ
の
客
観
的
使
間
債
依
も
礎
化
し

な
い
。
プ
リ
氏
は
↓
ず
ル
ク
ス
の
生
産
概
念
に
従
ふ
と
、
か
L

る
場
合
に
は
、
憤
他
ゐ
よ
ぴ
除
制
使
値
の
形
成
は
不
一
叶
能
と
な

司
令
』
と
た
し
、
運
職
業
の
生
産
性
を
論
詮
ぜ
ん
と
す
る
7

ル
ク

ス
の
試
み
が
そ
の
債
値
論
に
矛
盾
す
る
貼
を
突
い
て
居
る
。
更

ら
に
マ
ル
ク
ス
の
云
ふ
底
に
よ
れ
ば
、
『
然
し
乍
ら
、
物
財
の
使

用
債
依
は
、
物
の
消
究
に
依
つ
て
の
み
寅
現
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
而
し
て
物
の
消
費
友
る
も
の
は
入
位
世
の
鍵
化
と
、
随
。

て
運
輸
業
の
追
加
的
生
産
過
程
と
を
必
要
友
ら
し
め
得
る
。
斯

く
し
て
、
運
輸
業
に
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
は
、

機
闘
か
ら
の
債
値
移
特
に
よ
り
、

一
部
的
に
は
運
輸

一
部
的
に
は
ま
た
、
蓮
職
務

働
を
通
し
て
の
偵
値
追
加
に
よ
っ
て
、
輸
送
さ
れ
る
虚
の
生
産

物
に
債
値
を
附
加
す
札
。
』
運
輸
業
は
生
産
が
行
は
れ
る
一
工
場

内
に
於
て
、
綿
花
が
硫
刷
室
か
ら
紡
績
室
に
移
縛
さ
れ
る
場
合

に
、
そ
の
運
搬
が
生
産
過
程
に
入
れ
ら
れ
ー
る
の
と
伺
様
左
る
意
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味
に
於
て
生
産
で
あ
り
、
た
ピ
運
輸
の
場
合
に
は
、
完
成
生
産

物
が
完
成
商
品
と
じ
て
一
の
樹
立
し
た
生
産
場
所
か
ら
空
間
的

に
隔
っ
た
他
の
生
産
揚
所
に
移
輔
さ
れ
、
前
者
の
場
合
の
現
象

が
大
規
模
に
行
は
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

か
〈
の
如
き
7

ル
ク
ス
説
に
封
す
る
プ
リ
氏
の
批
判
は
突
の

如
〈
で
め
る
。

A
T
も
し
マ
ル
ク
ス
就
に
従
っ
て
、
商
品
の
揚
嵐

的
移
柑
押
h
q
行
ふ
弊
働
が
生
産
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
故
に
消

費
部
聞
に
於
て
使
用
偵
値
を
寅
現
せ
し
む
る
の
に
、
場
底
的
地
伊

悼
と
河
桜
に
必
要
校
商
品
の
人
格
的
均
一
樽
祉
行
L
昇
防
が
.
不

生
産
的
で
あ
る
の
か
。
生
産
物
が
消
費
部
面
に
入
っ
た
時
に
於

て
、
初
め
て
生
産
が
完
成
さ
れ
る
の
で
る
る
な
ら
ば
、
流
通
は

生
産
部
面
か
ら
消
費
部
面
へ
の
運
動
で
あ
る
か
ら
、
之
を
捲
首

す
る
所
の
流
通
崎
労
働
は
、
正
に
流
通
弁
働
に
は
非
や
し
て
生
産

的
持
働
で
あ
る
と
去
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

?
ル
ク
ス
が
流
通
部

面
に
共
に
機
能
す
る
商
業
と
運
輸
業
に
つ
い
て
、

一
方
を
不
生

産
的
で
あ
る
と
云
ひ
、
他
方
を
生
産
的
で
る
る
と
一
古
ふ
の
は
、

明
ら
か
に
矛
盾
で
は
な
い
か
。
雨
者
は
何
れ
も
、
自
ら
市
揚
に

出
で
や
、
ま
た
自
ら
交
換
す
る
こ
と
の
出
来
ね
商
品
を
、
生
産

商
業
に
摘
す
る
マ
ル
ク
ス
設
の
一
批
列
者

部
商
か
ら
消
費
部
面
へ
移
軸
押
せ
し
む
る
潟
に
、
同
様
に
必
要
で

は
な
い
か
。
か
く
論
じ
来
っ
て
、
プ
リ
氏
は
弐
の
如
〈
断
定
す

る
。
『
?
ル
ク
ス
が
純
料
の
流
通
費
用
と
し
て
不
生
産
性
を
主
張

ず
る
寅
買
労
働
、
簿
記
お
よ
び
貨
幣
の
費
用
旧
、
運
輸
札
向
上
ぴ

保
管
上
の
諸
費
用
と
金
く
の
類
似
性
を
持
つ
o
』
生
産
費
用
会
流

通
費
用
を
本
質
的
に
匿
別
す
べ
き
規
範
は
一
般
に
脊
し
な
い
。

然
る
比
も
拘
ら
や
べ
之
を
匝
別
ぜ
ん
と
す
れ
ば
、
救
ひ
難
奪
、

-内

Z
E
E
-
r

に
陥
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

T

ル
ク
ス
は

ぃ
尚
佐
治
の
不
生
産
性
佐
論
説
せ
ん
が
矯
め
も
生
産
過
程
は
市
川
日
聞
の

客
観
的
使
用
償
値
が
作
り
出
さ
れ
た
時
K
、
す
で
に
済
し
遂
げ

ら
れ
る
も
の
と
云
っ
て
居
る
が
、
そ
の
生
産
概
念
を
貿
き
通
す

事
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は
之
を
保
管
業
と
運
輸
業
の
生

産
性
の
論
諸
に
於
て
破
っ
て
居
る
。
共
庭
に
於
て
は
何
ら
の
客

翻
的
生
産
物
も
何
ら
の
商
品
も
生
産
さ
れ
左
い
に
拘
ら
や
、
債

値
が
生
産
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
居
る
。

以
上
に
於
け
る
プ
リ
氏
の
批
判
は
、
資
本
が
そ
の
再
生
産
過

程
に
於
て
通
過
す
る
一
段
階
た
る
流
通
過
程
の
諸
性
質
お
よ
び

第
三
十
九
巻

七

七

第
五
競

五
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商
業
に
隠
す
る
マ
ル
ク
ス
設
の
一
批
列
者

諸
機
能
が
専
ら
封
象
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
プ
リ
氏
は
更
ら

に
進
ん
で
、
か
r

る
流
通
機
能
が
一
定
の
濁
立
せ
る
資
本
家
、

邸
ち
産
業
資
本
家
と
封
立
せ
し
め
ら
れ
た
意
味
で
の
商
業
資
本

家
に
依
っ
て
行
は
れ
る
揚
合
に
於
け
る
商
業
資
本
に
つ
い
て
の

T

d
ル
ク
ス
設
の
検
討
に
入
ワ
亡
行
〈
。
問
題
は
資
本
論
の
第
二

島
甘
か
ら
第
一
一
一
容
の
範
聞
に
移
る
。

『
一
枇
舎
の
総
資
本
に
つ
い
て
観
察
す
れ
ば
、
そ
の
一
部
は
不
断

に
相
異
る
と
こ
ろ
の
諸
要
素
か
ら
成
り
F

且
つ
絶
え
や
大
さ
を

愛
じ
て
ゐ
る
と
は
い
へ
、
そ
れ
で
も
常
に
商
品
と
し
て
市
場
に

存
在
し
、
貨
幣
に
輔
化
せ
ら
れ
ん
と
し
て
居
る
。
ま
た
他
の
一

部
は
、
貨
幣
と
し
て
市
揚
に
存
在
し
、
商
品
に
時
化
せ
ら
れ
ん

と
し
て
居
る
。
是
等
の
資
本
部
分
は
、
結
え
や
と
の
推
鞠
運
動

の
中
に
、
乙
の
形
態
上
の
特
化
運
動
の
中
に
在
る
。
流
通
行
程

の
内
部
に
あ
る
資
本
の
斯
か
る
機
能
が
、
線
じ
て
特
殊
の
一
資

本
の
特
殊
機
能
と
し
て
狽
立
化
さ
れ
、
分
業
に
依
っ
て
或
る
特

殊
な
種
類
の
資
本
家
た
ち
に
剣
り
営
て
ら
れ
た
一
機
能
と
し
て

固
定
す

A
限
り
‘
商
品
資
本
は
商
品
取
引
委
本
ま
た
は
商
業
資

本
と
な
る
。
」
併
し
乍
ら
か

L
る
流
通
資
本
の
商
業
資
本
へ
の
濁

第
三
十
九
巻

七
三
八

第
五
時
田

一
一一占，、

立
化
は
、
事
態
の
本
質
に
何
ら
の
持
変
化
も
奥
へ
た
い
。
そ
の
生

産
性
は
少
し
も
呉
る
と
と
る
無
ぐ
、
商
業
資
本
は
依
然
と
し
て

不
生
産
的
で
る
る
。
商
人
の
賀
買
G
l
w
l
M
U
た
る
過
程
は
.

産
業
資
本
家
の
販
賓
機
能
川
W

|
伊
と
本
質
上
金
〈
同
一
視
す
べ

き
で
あ
る
。
資
本
論
第
二
容
に
於
て
す
で
に
?
ル
タ
λ

は
流
説

の
不
生
産
牲
を
論
詮
し
た
。
い
ま
産
業
資
本
家
に
よ
っ
て
商
品

W
が
商
業
資
本
家
に
販
質
せ
ら
れ
た
揚
合
に
於
て
も
、
商
品
は

軍
に
位
置
を
饗
じ
た
の
み
で
、
依
然
と
し
て
、
商
品
資
本
で
る

り
、
商
業
資
本
家
の
手
中
に
あ
っ
て
販
賓
せ
ら
れ
る
の
を
待
つ

て
居
る
。
商
業
資
本
が
、
依
値
を
生
じ
友
い
の
は
明
ら
か
で
あ
一

る
。
プ
リ
氏
は
産
業
資
本
が
そ
の
再
生
産
過
程
の
一
段
階
に
於

て
採
る
庭
の
商
品
資
本
の
概
念
か
ら
、
商
業
資
本
の
濁
立
化
を

導
き
出
す
?
ル
ク
ス
の
論
理
的
過
程
に
は
矛
盾
た
し
と
レ
て
之

本

に
賛
成
し
て
ゐ
る
。

プ
り
氏
の
批
判
の
的
と
左
る
の
は
、

7

ル
ク
ス
に
よ
る
産
業

資
本
と
商
業
資
本
の
鋭
い
分
離
の
仕
方
で
あ
る
。

依
れ
ば
、
近
世
経
済
撃
は
そ
の
長
良
の
代
表
者
に
於
で
す
ら
商

業
資
本
の
特
殊
性
を
全
く
無
腕
し
、
之
を
枇
合
的
分
業
に
よ
っ

?
ル
P
ス
に

邦書事、前掲書第三巻2:'9頁〉
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で
奥
へ
ら
れ
た
特
殊
の
産
業
部
門
た
る
農
業
や
製
造
業
や
運
輸

業
と
併
立
的
闘
係
に
於
て
見
て
居
る
が
、
と
れ
ほ
ど
脊
理
友
と

ム
」
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
商
業
は
本
質
上
諸
産
業
と
金

ぐ
異
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
品
劃
し
て
プ
リ
氏
は
正
反
謝
の
立
場

に
立
っ
て
吹
の
如
く
云
っ
て
居
る
。
『
近
世
経
済
事
は
‘
生
産
活

動
と
流
通
活
動
、
生
産
費
用
と
減
通
費
用
‘
生
産
安
本
と
流
通

資
本
の
軍
一
性
を
強
調
す
る
と
と
が
飴
り
に
も
少
友
過
ぎ
は
し

-K
い
か
。
』
と
。
安
本
論
第
二
容
に
於
け
る
マ
ル
ク
ス
の
生
産
費

附
と
流
通
費
用
の
分
離
此
皮
剥
し
た
プ
リ
氏
は
、
問
機
に
資
本

論
第
三
巻
に
於
け
る
?
ル
ク
λ

の
産
業
資
本
と
商
業
資
本
の
分

離
に
反
動
し
て
居
る
。
二
者
の
見
解
の
針
立
を
商
業
利
潤
の
悶

題
に
つ
い
て
観
察
し
ゃ
う
。

商
業
資
本
は
債
値
も
飴
剰
債
値
も
生
産
し
な
い
け
れ
ど
も
、

年
平
均
利
潤
は
諸
他
の
産
業
資
本
と
同
様
に
生
じ
友
け
れ
ば
た

ら
な
い
ω

も
し
平
均
利
潤
を
生
や
る
と
と
が
左
い
左
す
れ
ば
、

資
本
は
営
然
そ
の
部
商
か
ら
去
り
、
商
業
資
本
は
そ
の
存
立
の

基
礎
を
失
ふ
か
ら
で
お
る
。
然
ら
ば
商
業
上
の
利
潤
は
如
何
に

T

ル
ク
ス
訟
に
従
へ
ば
、
商
業
資
本
自
縛
に

し
て
生
ゃ
る
か
。

商
業
に
関
す
る
マ
ル
ク
ス
読
の
一
批
列
者

よ
っ
て
は
、
使
値
も
飴
剰
債
値
も
形
成
さ
れ
友
い
。
商
品
の
客

観
的
左
る
使
用
債
値
は
、
商
業
機
能
に
よ
っ
て
は
少
し
も
蝿
変
化

せ
守
、
債
値
形
成
的
危
拙
労
働
は
、
共
廃
に
於
て
は
賞
現
せ
ら
れ

友
い
の
で
あ
っ
て
、
商
人
の
買
ふ
時
と
賓
る
時
に
於
て
、
商
品

は
同
一
の
債
値
を
持
た
ね
ば
友
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
や
、

商
人
が
一
定
の
費
用
邸
ち
貨
幣
や
簿
記
に
必
要
な
不
愛
資
本
の

費
用
、
彼
れ
の
雇
傭
す
る
弊
働
者
の
持
銀
支
携
の
矯
め
に
必
要

注
可
費
資
本
の
費
用
を
要
ず
る
事
は
、
他
の
産
業
資
本
家
と
同

様
で
あ
る
c

己
の
費
用
役
彼
れ
は
何
所
か
ら
支
榊
ふ
の
が
あ
る

か
。
彼
れ
は
こ
の
費
用
を
商
品
債
格
の
中
に
代
置
す
る
事
は
出

来
な
い
。
何
故
な
ら
ば
も
し
さ
う
す
れ
ば
、
彼
れ
は
商
品
を
そ

の
債
値
以
上
に
販
賓
す
る
と
と
L

成
り
、

?
ル
ク
ス
の
等
償
交

換
設
が
破
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

?
ル
ク
ス
は
と
の
難
黙
を
如
何

に
し
て
切
り
ぬ
け
て
居
る
か
。
そ
れ
は
卒
均
利
潤
の
概
念
に
依

っ
て
ピ
あ
る
。
「
商
業
資
本
な
る
も
の
は
、
鈴
剰
煩
値
の
生
産
に

参
加
し
友
い
と
は
云
へ
、
卒
均
利
潤
へ
の
鈴
剰
債
値
の
均
衡
化

に
は
参
加
す
る
。
そ
れ
故
に
一
般
的
利
潤
李
と
い
ふ
中
に
は
、

徐
刺
債
値
の
中
か
ら
、
商
業
資
本
に
蹄
属
し
て
行
〈
と
と
ろ
の

第
三
十
九
巻

第
五
競

七
三
九

七
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商
業
に
閲
す
る
マ
ル
ク
λ

説
の
一
批
剣
者

部
分
、
卸
ち
産
業
資
本
の
利
潤
か
ら
の
一
の
控
除
部
分
が
、
抽
出
め

既
に
含
ま
れ
て
居
る
諜
で
あ
る

4
マ
ル
ク
ス
経
済
撃
に
一
般
的

な
枇
合
的
平
均
の
考
へ
庁
が
此
鹿
に
も
働
い
て
居
る
。
現
貨
の

枇
舎
に
見
ら
れ
る
商
人
の
版
賓
債
格
が
購
買
債
格
に
超
過
す
る

現
象
は
、
商
品
の
含
む
筒
値
お
よ
び
飴
刺
伺
値
の
う
ち
、
陶
人

の
子
に
障
す
べ
き
部
分
が
疎
め
控
除
さ
れ
て
ほ
拍
た
偽
に
生
じ
た

の
で
あ
っ
て
、
商
品
目
償
創
刊
飢
上
K
貸
ιvhu
た
め
1
り
た
〈

貨
は
債
値
以
下
に
買
は
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
之
に
依
っ
て
商
業

利
潤
が
何
庭
か
ら
支
出
m
は
れ
る
か
は
解
決
さ
れ
た
事
に
成
る
。

し
か
し
か
L

る
解
決
を
主
張
し
た
潟
に
、

マ
ル
ク
ス
の
等
憤
交

換
説
が
破
壊
さ
れ
は
し
な
い
か
、

こ
の
鮪
に
プ
リ
氏
は
深
い
疑

念
を
さ
し
は
さ
ん
で
腐
る
。
償
値
以
上
に
販
賀
さ
れ
る
と
と
ミ

同
様
に
、
債
値
以
下
で
購
買
さ
れ
る
こ
と
も
等
債
で
は
あ
り
得

た
い
か
ら
で
あ
る
。

償
値
不
生
産
的
友
商
業
資
本
が
商
業
上
の
利
潤
を
生
む
矯
め

に
は
、
商
業
資
本
は
一
般
的
利
潤
卒
の
構
成
に
参
加
せ
ね
ば
な

ら
友
い
。
而
し
て
プ
リ
氏
の
批
判
は
商
業
資
本
は
利
潤
容
構
成

へ
の
参
加
の
仕
方
に
於
て
、
産
業
資
本
と
本
質
的
に
殆
ん
ど
異

離
審
露
悪
事
育
児
語
、
ρ
:孟
7
2当
局
み
ず
る
3

第
三
十
九
巻

第
五
披

一
三

A

七
四

O

る
所
が
無
い
と
云
ふ
駄
を
論
設
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
批
判
は
?

ル
ク
ス
の
引
例
に
従
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。

一
年
間
に
前
貸
さ
れ
る
産
業
資
本
の
額
を
吋
N
C
C
+
5
0〈
H

8
9
と
す
る
。
徐
刺
慣
値
を
昆
号
呂
と
す
れ
ば
生
産
さ
れ
た
商

口
叫
資
本
の
生
産
償
絡
は

d
oの
+
H
g〈
十
回
∞
O
E
H
尽
き

4
P
P
 

R
平
均
利
潤
索
は
叫
山

J
I
N
Sと
成
る
。
次
に
こ
の
き

2
3
 

mu
産
業
資
本
mu
外
K

S
む
の
協
業
費
4
4
が
品
川
入

L
L
同
厳
K
白

己
の
大
さ
に
比
例
し
て
利
潤
の
配
賞
に
興
る
と
仮
定
し
ゃ
う
e

井、成

商
業
資
本
は
慣
値
を
生
産
し
泣
い
か
ら
、

二
者
の
聞
に
分
割
さ
れ
て
、
同
町
凶
と
容
に
成
る
。
『
商
業
資
本
は

同∞。
5
・
在
る
償
値
は

そ
れ
が
総
資
本
の
主
に
、
幾
許
の
大
さ
を
占
め
る
か
に
比
例
し

一
般
的
利
潤
寧
の
形
成
上
に
決
定
的
に
参
加
す
&
」
か
ら

て、で
あ
る
。
こ
の
揚
合
、
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
平
均
利
潤
は

]
5
N
H岱

ω劃
H
凶
c
q
H
H設
と
な
り
、
商
業
資
本
の
介
入
に
よ
っ
て

卒
均
利
潤
傘
は
低
下
し
た
乙
と
L
た
る
。

産
業
資
本
家
は
こ
の
揚
合
に
、
何
故
に
か
く
の
如
き
利
潤
牢

の
引
下
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
友
ら
友
い
の
か
、
理
由
は
失
の
如

く
で
あ
る
。
も
し
商
業
資
本
家
が
存
在
せ
ぬ
と
仮
定
す
れ
ば
、

邦詩、前掲匪fF第三智"47頁)

邦i:事、 前掠~I~~干第三正母:~46頁)I
 

I

I

 

i

I

 

I
 

、，J

)

I

 

U

R

 

E
-
-
-

TEF

今

e
'
a
』よ

6
凶
白
F
M
h

s
p・
-

日

吋

a
s
s
u
 

n
u
K
α
仏

汁

s

a

 

a
a
・

〉

・D
a
a
I

3

・
:
a
a
-

-
h
x
'
'
t
 

r
a
-
-
-
1
a
 

加

M
m
附

M

z
d
E
B
t
 

'
h
a
、
.
a

h
唱

K
国

田

K

司、
r
I

、Tl
d
T
t
d
F
S

、

15) 



産
業
資
本
家
は
販
寅
機
能
を
自
ら
協
調
常
せ
ね
ば
た
ら
歩
、
彼
れ

が
版
賀
機
能
を
商
人
陀
移
譲
し
、
之
に
彼
れ
の
利
潤
の
一
部
を

分
割
し
た
揚
合
よ
り
も
、
よ
り
多
〈
の
資
本
を
流
通
部
商
に
同

定
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
利
潤
率
の
よ
り
大
友
る
低
下
を
招
〈

か
ら
で
あ
る
。
『
商
業
費
本
な
る
も
の
は
、
直
接
に
は
債
値
た
よ

ぴ
徐
剰
償
値
の
い
づ
れ
を
も
造
り
出
さ
友
い
。
そ
れ
は
流
通
期

聞
を
短
縮
せ
し
め
る
こ
と
に
貢
献
す
る
限
り
に
於
い
て
、
間
接

に
産
業
資
本
家
の
生
産
し
た
徐
刺
債
依
を
増
殖
す
る
助
け
と
成

り
得
る
。
そ
れ
は
市
場
の
蝶
大
を
助
け
、
諸
資
本
聞
の
八
万
業
配

媒
介
し
、
以
っ
て
資
本
が
上
り
た
き
な
児
慌
で
働
〈
に

Lhr得

せ
し
め
点
限
り
、
そ
の
機
能
に
よ
っ
て
産
業
資
本
の
生
産
性
を

促
進
ナ
札
。
』
プ
リ
氏
の
批
判
の
中
心
は
、
次
の
黙
に
集
中
さ
れ

る
J

印
ち
『
積
極
的
に
飴
剰
債
値
を
生
産
す
る
と
と
¥
徐
剰
償

他
の
減
少
を
防
止
す
る
と
左
L

の
聞
に
大
な
る
匝
別
を
在
す
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
』
?
ル
ク
ス
は
彼
れ
が
自
ら
樹
立
し
た
産
業

資
本
と
商
業
資
本
の
鋭
い
匝
別
を
、
他
の
部
分
陀
於
い
て
破
つ

て
居
る
で
は
友
い
か
。
卸
ち
債
値
の
減
少
を
防
止
す
る
機
能
し

か
有
せ
ね
保
管
上
の
諸
事
業
を
、
彼
は
生
産
的
念
事
業
で
あ
る

商
業
に
闘
す
昌
マ
ル
ク
ス
設
の
一
批
列
者

と
云
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

四

プ
リ
氏
の
批
判
は
大
穂
右
の
如
〈
で
あ
る
。

?
ル
ク
ス
に
依

っ
て
銑
ぐ
分
離
さ
れ
た
生
産
費
用
と
流
通
費
用
、
産
業
資
本
と

商
業
資
本
の
概
念
は
、
プ
リ
氏
に
於
て
は
何
ら
本
質
的
相
違
の

存
せ
ぬ
も
の
と
解
さ
れ
た
。

7

ル
ク
λ

畑
仕
論
に
於
け
る
内
部
的

左
形
式
論
理
上
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
と
と
に
依

σ
て
、
内
在
的

?
作
ケ
ス
が
商
業
の
不
生
産
牲
を

論
一
消
印
す
る
論
湖
一
的
過
程
の
力
弱
い
拙
h
t
J

成
る
技
皮
ま
で
明
確
比

批
判
を
試
み
た
ア
リ
氏
は
、

山
吹
い
て
居
る
と
-
Z
へ
や
う

U

殊
に
純
粋
の
流
混
費
用
(
商
業
費
用
)

と
運
輸
業
の
費
用
の
生
産
性
に
於
け
る
相
建
に
つ
い
て
の
?
ル

ク
ス
拾
の
弱
鮪
は
、

彼
に
依
っ
て
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
て
居

り
、
と
の
鈷
は
7

ル
ク
え
沿
の
み
な
ら
や
、
械
で
の
商
業
不
生

産
設
が
一
般
的
に
批
判
さ
る
べ
き
貼
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
?

ル
ク
ス
経
済
壌
の
義
礎
的
友
部
分
を
典
へ
ら
れ
た
も
の
・
と
し
て

前
提
し
た
フ
リ
氏
の
批
判
は
、
そ
の
輿
へ
ら
れ
た
も
の
と
し
て

前
回
挺
さ
れ
た
部
分
に
闘
す
る
解
皿
障
に
つ
い
て
、
未
だ
論
告
y

ぺ
き

問
題
を
残
し
て
は
ゐ
な
い
だ
ら
う
か
。

第
三
十
九
巻

第
五
批

七
四

一一一一九
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商
業
に
闘
す
る
マ
ル
ク
Z

設
の
一
批
列
者

郎
ち
、

考
察
か
ら
引
離
し
て
、
た
ピ
雨
者
の
交
錯
せ
る
資
本
主
義
的
現

生
産
と
商
業
と
の
分
離
の
概
念
を
、
歴
史
的
、
設
展
的

買
の
み
を
考
察
の
封
象
と
な
す
こ
と
に
よ
り
、
出
民
賞
に
非
、
ヂ
ム
」

し
て
否
定
し
去
る
の
は
問
題
で
は
な
い
か
。

資
本
主
義
生
産
方
法
に
必
然
的
な
も
の
と
し
亡
説
明
A
己

/，‘、
れ
た
商
業
必
然
設
が
、
果
し
て
商
業
不
生
産
設
と
矛
盾
す
る
か

ど
う
か
は
問
題
で
は
な
い
か
。

ヨ
枇
合
的
な
抽
象
的
た
一
の
量
と
し
て
の
債
値
概
念
を
、

素
朴
恋
物
的
'
客
観
的
債
値
概
念
と
同
一
蹴
す
る
の
は
問
題
で
は

た
い
か
。

か
〈
の
如
き
諸
問
題
は
、
直
接
に
彼
等
の
方
法
論
上
の
針
立

に
ま
で
導
か
れ
ね
ば
友
ら
左
い
。

乙
の
黙
は
プ
リ
氏
の
積
極
的

見
解
を
見
る
に
及
ん
で
袋
々
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ら
う
。
し
か

し
乍
ら
雨
設
を
劃
立
せ
し
む
る
之
と
に
よ
っ
て
一
の
結
論
を
導

き
出
す
の
は
、
私
の
今
の
意
聞
以
外
の
問
題
で
あ
る
。
蕊
で
は

た
ピ
?
ル
ク
ス
準
設
に
闘
す
る
一
批
判
を
紹
介
す
る
と
と
に
よ

っ
て
、
商
業
不
生
産
設
の
持
つ
諸
性
格
を
一
不
し
、

E
つ
商
業
経

第
三
十
九
巻

第
五
披

一
四

O

七
四

消
息
・
に
沿
い
て
最
も
依
乏
し
て
居
る
基
礎
的
危
理
論
的
問
題
の

存
・
符
す
る
方
向
を
捕
ま
ん
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
。


